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光硬化型樹脂光硬化型樹脂光硬化型樹脂光硬化型樹脂のののの新製品発売新製品発売新製品発売新製品発売のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ 

 

このたび、東亞合成株式会社は旺盛な市場ニーズに対応するため、光硬化型樹脂「アロ

ニックス®」シリーズに独自開発した新たな高機能製品３種（マレイミドアクリレート、オ

キサゾリドンアクリレート、錫（すず）フリー・ウレタンアクリレート）をラインアップ

し、発売いたしますのでお知らせいたします。 

 

１１１１．．．．マレイミドアクリレートマレイミドアクリレートマレイミドアクリレートマレイミドアクリレート（（（（アロニックスアロニックスアロニックスアロニックス    Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－１４５１４５１４５１４５））））    

当社は２００７年秋、独自に開発したマレイミド基含有光反応性アクリルポリマー「アロ

ニックス®ＵＶＴシリーズ」を発表し、携帯電話などのハードコート塗料分野を中心として

ユーザーからご好評をいただいてまいりました。 

今回開発したマレイミドアクリレートは、分子中にアクリロイル基とマレイミド基という

２種類の反応基を有するモノマーです。２種類の反応基の異なった反応性を利用し、従来

のアクリレートモノマーでは困難であった各種性能の改善・向上が可能となりました。当

モノマーの特長は以下のとおりです。 

 

◆光硬化樹脂として使用できます。 

マレイミド基は、光照射によりそれ自体で硬化が始まるため、通常併用する光

開始剤の使用量を大幅に削減することができます。 

光開始剤は硬化した塗膜から発生する臭気の原因になるため、本アクリレート

の使用により光開始剤由来の臭気低減による環境改善や生産コストの低減が可

能です。 

光硬化樹脂として使用の場合、マレイミド基同士での反応も生じるため、塗

膜の硬度・耐熱性・耐薬品性が向上します。 

 

    ◆塗料等に用いられるポリマー用原料としても使用できます。  

他のアクリレート・メタクリレート等との共重合が可能であり、ポリマー中

へのマレイミド基の導入が可能です。マレイミド基導入ポリマーは、光照射に

より硬化反応が生じ、塗膜の硬度・耐熱性・耐薬品性が向上します。 

 

◆本アクリレートが有するマレイミド基は、各種プラスチック基材への密着性向上

にも寄与します。 

塗料・接着剤等の幅広い用途に使用できます。 
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２２２２．．．．オキサゾリドンアクリレートオキサゾリドンアクリレートオキサゾリドンアクリレートオキサゾリドンアクリレート（（（（アロニックスアロニックスアロニックスアロニックス    ＭＴＭＴＭＴＭＴ----１１１１００００００００００００    ））））    

当社独自の製法により新たに開発したオキサゾリドン骨格を有するアクリレートです。従

来の反応性希釈剤として使用されていたアクリレートオリゴマーと比較し、以下の特長を

有します。 

 

◆低粘度（２６ｍPa･s）で、オリゴマー・ポリマー等の溶解性に優れます。 

また皮膚刺激性も比較的低い（皮膚刺激指数 １．３）ため、光硬化樹脂を 

配合する際の反応性希釈剤として有用です。 

 

◆光硬化性に優れ、従来品では硬化阻害要因となっていた空気存在下においても良

好な硬化性を示します。 

 

◆塗料・接着剤等の幅広い用途に使用できます。 

特に低粘度性が要求されるインクジェットインキやグラビアインキ分野に最適

です。 

 

 

３３３３．．．．錫錫錫錫（（（（すずすずすずすず））））フリーフリーフリーフリー    ・・・・    ウレタンアクリレートウレタンアクリレートウレタンアクリレートウレタンアクリレート（（（（アロニックスアロニックスアロニックスアロニックス    ＯＴ－ＯＴ－ＯＴ－ＯＴ－１０００１０００１０００１０００シリーズシリーズシリーズシリーズ））））    

   一般にウレタンアクリレートは合成触媒として錫系化合物を用いますが、環境負荷 

物質低減、安全性向上の観点から錫系化合物を用いない製造法の確立が待望されてい 

ました。当社は長年の研究開発により、錫系化合物等の重金属を使用しないウレタン 

アクリレートの製造技術の確立に成功しました。 

この錫フリー・ウレタンアクリレートは、有機錫系触媒を含有しないことから安心し

てご使用いただけます。さらに柔軟性の高いタイプから高硬度タイプまでと幅広い分子

設計が可能であることから、幅広い用途に対応することができます。 

 

【お問い合わせ先】 

東亞合成株式会社 機能樹脂事業部 

担当 五十嵐 一郎（いがらし いちろう） 

電話 03-3597-7320 

 

 




